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私はこれまで、「幸せな成功」を収めている人々に強い興味
を持って生きてきた。ここで「成功」の前に「幸せ」を加えた
理由は、外見上は成功しているように見えても、心の中では不
幸せな人もいるからだ。お金持ちになったり、高い地位を得た
りしていても、内面では満たされていない人もいる。
この本を書くことを決めてから、多くの人に話を聞いたり、
過去に出会った「この人の生き方は素晴らしい」「この人と一
緒に仕事をしたい」と思った人々を思い返した。そして、そん
な人たちの共通点は何だろうかと考えた。私が考える「幸せな
成功」の定義は次の 3つである。

１　天職を手に入れていること
２　周囲から感謝されながら生きていること
３　自分が納得できる報酬を得ていること

中でも最も重要なのは、「天職を手に入れていること」だと
私は思う。なぜなら、感謝されることや報酬は、天職を手にし
ていれば自然と後からついてくるものだからだ。
医療技術の進歩により、人々は長生きするようになった。こ
の本を手に取った 20 代から 40 代の読者の方も、おそらく 100

歳まで生きることになるだろう。そう考えると、「天職を手に
入れること」が非常に重要になる。どんなに高給や高い地位が
あっても、毎日が嫌でたまらない仕事では、何年も続けられな
いし、決して幸せな気分にはなれない。
では、「天職」はどうやって手に入れられるのだろうか？ 好
きな仕事を続ければ「天職」になるのだろうか？
多くの人は、「天職を手に入れる」ためは好きなことを探す
ことが必要だと誤解している。そうして、「好きなこと探し」
の旅に出るが、この旅はしばしば長いものになる。40 代や 50
代になっても、まだ好きな仕事に出会えない人もいる。同窓会
で「なぜ自分の友人はいきいきと仕事をして、感謝され、お金
も得ているのに、自分は違うのだろう」と感じることがあるか
もしれない。そういう人は大抵、こんな風に思っている。
「自分だって、良い人生を送りたくて、一生懸命好きな仕事
を探してきた。20 代の時に憧れていた会社に入って、それな
りに頑張った。でも、どこかで本気になれない自分がいたんだ。
自分が本気になれない理由は、実はこの仕事が好きではないの
かもしれないと思っていたからだ。だから、30 代になっても
「本気になれそうな仕事」を探し続けた。でもまた、その仕事
にも夢中にはなれなかった。
一方で、同じような学歴と経歴で入社した同期は、毎日楽し
そうに会社に来ている。周りと激論を交わしたり、お客さんと
のぎりぎりの交渉をしたり、時にはつらい思いをしながらも、
少しずつ何かを掴み始めている。少なくとも自分から見れば、
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彼はその仕事を通して確実に成長している。でも、自分はどう
だろう。こんなに夢中になれない。夢中になれないのはやっぱ
り、この仕事を好きになれないからだ。絶対どこかに、自分の
好きな仕事があるはずだ。」そうして、この人はまた、好きな
仕事探しの永遠の旅に出てしまう。
この人は「幸せな成功」を手に入れることが出来るだろう
か？ 私にはそう思えない。

この本のタイトル「gALf」の 4 文字の中で、Aと Lだけが
大文字になっていることに気づいただろうか。実は、ここに本
書の最も重要な部分がある。Aは「Able（できること）」、L
は「Like（好きなこと）」を指している。一言でいえば、gALf
とは、「自分が出来ること（Able）を大きく、深くすることで
仕事を好き（Like）になろう。その時に g（やり抜く力）と f
（羅針盤）が大きな役割を果たす」というフレームワークだ。
私はこのAと Lの関係が、「天職」そして、「幸せな成功」に
深く関係していると考えている。詳しくは、本書を読み進んで
いただければ、この 4文字の意味とつながりについて深く理解
いただけると思う。
例外はあるが、私が出会ってきた多くの幸せな成功者たちは、
若い頃に「好きなこと探しの旅」には出ていなかった。彼らは、
様々な「できること」を探求し、磨いていたのだ。若い時に、
難易度が高く、他の人があまり注目していないAble（できる
こと）を多く作ってきた人たちは、それらの一つひとつが熟成

し、何かのタイミングで、そのAble と別のAble がつながり、
それがその人の独特の存在感になってくる。これが人生の面白
さであり、難しさでもある。そうした経験から学んだことを、
私が尊敬し信頼する人々との対話を通して、この本にまとめて
みた。
人生に正解はない。この本は成功の方程式ではないが、「幸
せな成功」を収めている「gALf な人々」から学ぶこともある
だろう。そんなことを考えながら、この本のページをめくって
いただけると嬉しい。本書が、新しい価値観の時代に生きる読
者の「幸せな成功」の知恵になることを祈りつつ。
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